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例　言
１．本書は岡山大学埋蔵文化財調査研究センターが、岡山大学エネルギーセンター新営・自家発電装置新設に伴って実施した鹿田遺跡第
12・27次調査の発掘調査報告書である。調査地点は、岡山市北区鹿田町２丁目５番１号に所在する。発掘調査地点の鹿田地区構内座標
はCN29～CW44区にあたる。期間は第12次調査が2000年10月２日～2001年５月10日、第27次調査が2017年10月10日～11月10日である。
調査面積は第12次調査が1897㎡、第27次調査が34.5㎡である。
２．発掘調査および報告書作成は、岡山大学埋蔵文化財調査研究センター運営委員会の指導のもとに行われた。委員諸氏に御礼申し上げる。
３．本書作成にあたり、石材同定については鈴木茂之氏（岡山大学名誉教授）、墨書土器の判読については今津勝紀氏・東野将伸氏（岡山大
学大学院社会文化科学研究科）にご教示・ご協力いただいた。
４．発掘調査時の遺構実測・写真撮影は、調査体制の項で記載する調査研究員・技術補佐員が行った。
５．報告書作成に当たっての主な担当は以下の通りである。
　　＜遺物＞土器・土製品・石器・金属器：（実測・浄書・観察表）山本悦世・西本尚美・大久保雅子・有賀紅美・小野素子
　　　　　　木製品：（実測・浄書・観察表）野﨑貴博・有賀・小野
　　　　　　写真撮影：南健太郎
　　＜遺構＞浄書：山口雄治・野﨑・有賀・小野
　　＜データ整理＞井上佐智・小野
６．本書の執筆分担は目次および担当部分の文末に示した。
７．編集は山本悦世（副センター長）・清家章（調査研究室長）の指導のもと、野﨑が担当し、岩﨑志保の協力を得た。
８．発掘調査の概要は『岡山大学構内遺跡調査研究年報18』、『岡山大学埋蔵文化財調査研究センター紀要2017』に一部報告しているが、本
書をもって正式なものとする。
９．本書で使用した地形図は、建設省国土地理院発行の1／25000の地形図「岡山北部」と「岡山南部」（平成６年度発行）を合成して使用し
たものである。
10．本書に掲載した記録・出土遺物は全て本センターで保管している。
凡　例
１．本書で用いる高度値は海抜表高であり、方位は国土座標Ⅴ座標系（日本測地系）の座標北である。
２．遺物番号は遺構別に番号を付すが、土製品にはＴ、石器にはＳ、木器にはＷ、金属器にはＭを付して通し番号とする。
３．遺構に関するデータは一覧表にまとめた。
４．拓本は、内・外面を掲載する場合は、適宜、内・外を示した。片面の場合は外面を基本とした。
　　観察表の表記基準は以下の通りである。
　　　①胎土は、微砂：砂粒径0.5㎜以下、細砂：0.5～１㎜、細礫：２㎜以上
　　　②法量の単位は「㎝」である。数値の差が３㎜以下の場合は、平均値とし、以上の場合は併記した。
５．土層注記では鉄分をFe、マンガンをMnと表記した。一般的なものは省略している。また、下記の記号を用いて含有量を示している。
　　　◎：顕著な含有、○：含有、△：少量の含有

